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中世土佐家の所領

松尾 芳樹

土佐派は､中世に基盤を確立した大和絵の流派である｡絵所頂家として知られ､足利将軍の

絵所もつとめた｡しかし､こうした絵所の職がどのように家業を支えたのかという疑問につい

ては､不明な点が多い｡東京国立悼物舘の ｢土佐文書｣に含まれる荘園関係文書と､京都市立

芸術大学芸術資料館の 《大草荘年貢米注進状等》から､彼らの家業を支えた丹波大草荘､丹波

国分寺荘､近江定光坊跡､紀伊小倉荘などの領地の記録を概観すると､その多くが､守護勢力

の介入や名主百姓の抵抗を受け､支配が困難となる問題を抱えていた｡所領の経営は絵師の大

きな負担となり､経済基盤の弱体化は､土佐家に自立した経営を必要とさせた｡

主要項目:土佐派 土佐文書 荘園 年貢 大芋荘 土佐広周 土佐光信 土佐光茂

TheFeuclalEstatesoftheTosaFallljlylntheMldclleAges

ByMatsuoYoshiki

TheTosaSchoollSaschoolofJapanese-stylepaintingthatestablishedthebaselnthemlddle

Ages.TheTosafamilylSkownasthefalldylirleOfthelleadoftheofficlalcourtateljerandthe

officialpalnterfortheMuromachishogunate.However,wedonotknowwellhowtheywere

nlanagingthefandybysuchbusinessThen,Isurveyecltheillfeudalestate,sucllaSlrOkuTIO-nOI

shomanorinTanbaProvincel',"KokubunJ1-nO-ShomanorlnTanbaPl･0vulCe'.,"Ogura-noISho

manorinI血 Province"and●rJoko-bo-atolnOITuProvince",withtheclocumentsrelatedtoShoen

(manor)wlthjn"DocumentsofTheTosaFamLy''olⅥ1edbytheTokyoNationalMuseumandthe

"okumo-no-shoChush山jo(theletterreportingaboutpaymentoFnengufortheyear)"ownedby

theMuseum,KyotoCltyUnlVerSityofAl･tSThen,manyfeudalestateshadpl･Oblemswhichmake

ru一edlfflCult,sucllaSInvasionbyShugoorresistanceofmyoshufarmers.FortheTosaFamily

whchisapainter,themanagementofLhefeudalestatebecameabigburclen.Asaresultofthe

economicbaseoftheofficialatelierbecomingweal(,theTosaFarnilyhadtolookforthemethodof

indepencLenceasapainter

KeyTerm theTosaSchool,DocumenLsofTheTosaFanlily,shoen(manor),lancltax,

Okumo-shamanor,TosaHlrOkane,TosaMjLsunobu,TosaMltSuTIOChl
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1.はじめに- 《絵師草紙》の世紀

三の丸尚蔵館が収蔵する 《絵師草紙≫は､特異な作品として知られる｡主題は制作者である

絵師自身に関わる悲哀を､語誰味と暴露性を以て風刺したものと考えられている.この絵巻の

主人公である絵師については､名前が示されていないため､簡単に貧乏絵師と説明される｡事

実その貧困ぶりは画中に細かく描写されているのだが､画中に描かれた論旨に三河権守の文字

があり､この絵師が五位相当の下級貫族ということがわかる｡絵師にして五位相当は絵所預に

準じるものである｡

この絵巻は先行する研究 川によって､14世紀初頭の制作であることが推定されている｡絵

師が実在する特定の個人に結び付けられるかどうか明確ではないが､五味文彦は出来事を正中

2年 (1325)のことと考え､旧絵所預職にあった絵師を想定している{2'.

この時期､すでに律令体制は崩壊し､その後展開した荘園公領制においては､守護地頭の設

置によって国司との二重支配が進行して､所領の経営は困難を増していた｡詞書に ｢朝恩｣と

あれば､絵師 ま皇室からの恩領として領地を得たことがわかるが､一方でこの絵師は相伝私領

をまったく持たないと語っているため､家の経済は恩領にたよるほかなかったことになる｡詞

書から､以前に伊賀国に別の恩領を得ていたことがわかるので､この伊予国の領地に交換され

たと考えられるのだが､当然この伊賀の領地が全く実利を得るものでないことは､彼らの貧乏

ぶりと論旨を得て喜ぶさまから理解される｡

しかし､絵師が伊予 に遣わした使者の語るところにより､前任者が年貢を全て持ち去った後

で現在何も残されていないこと､土豪が武力行使していて管理不能であることがわかる｡絵師

は所領安堵を求めて､行事所に訴えているが､すでにその知行は皇室領ではなく社寺領となっ

ていることを告げられ､代わりにもとの伊賀国の知行を戻すことを提案される｡伊賀の所領の

雑益を知っている絵師は､遠いからなどの理由をつけて別の所領を望むが､生返事のまま沙汰

止みとなってしまう｡絵師の打った博打は空振りに終わり､絵師は所領を失うのである｡一見

迂閥な笑い話のように見えるが､この絵巻が制作されたと考えられる14世紀の公家領の実態

を考えれば､現実味を帯びた内容といってよい｡

14世紀といえば､文和年間に土佐派の租藤原行光が絵所預に任じられ､土佐家が成立する時

期にあたる｡この頃から土佐家は家職としての絵師を意織しはじめるのである｡しかし､その

一方で､《絵師草紙》のような境遇に置かれる絵所絵師が生まれる状況は､むしろ深刻化を見せ､

恩領に依存する絵所職の成立基盤はすでに弱体化を見せている｡中世の絵所を考察する場合､

この時代に絵師を家業と定めた土佐家の経営について触れないわけにはいかない｡本稿は､そ

の手掛かりとして､土佐家所領を廻る状況を整理するものである｡

2.土佐家の所領

土佐行光にはじまる土佐家はいわゆる絵所預の家として知られる｡絵所預といえば律令体制

の中で宮中に設けられた画所の頂職を源流とする｡画所ではもともと五位蔵人を長官である別

当にあてたが､やがて別当をおかず､預がその長を兼ねることになった｡預職は五位相当が任

じられたが､土佐家が成立した当初はまだ家職は安定しておらず､他家との交代を余儀なくさ
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先の 《絵師草紙》が生まれた背景が物語るように､14世紀には公家領の交付に生じる混乱は

決して珍しいものではない｡そして､国街領の荘園化が進む傍ら､守護地頭による侵略も横行

したため､領地に関わる権利は複雑化し､所領の実効支配には困錐が伴った｡15世紀になると

土佐家の絵所預世襲が始まるが､彼らの家職の経営環境は依然として相当脆弱なものであった

と言わざるを得ないのである｡

東京国立博物館の 《土佐文書》川に､土佐家の所領に関する記録が多数残されていることは

夙に知られている｡同文書の三分の二は所領に関するものであり､中世絵所の経営を知る基本

的な資料として､木村徳衝､吉田友之､宮島新一による土佐家領についての考察 ･̀I''の対象とな

っている｡その荘園関係文書の中で最も点数が多いのは丹波匡l大半荘関係文書であり､同国国

分寺荘､和泉国上神谷に関する文書がこれに次ぐ｡そして､近江国定光坊跡､紀伊国小倉荘､

近江匡卜名願田も､支配の実態は不明ながら､文書から土佐家に交付された時期のあることが確

認される｡これら《土佐文書≫における荘園関係文書を内容に従って整理すると表 1のように
なる｡以下各所領について略叙する｡

【丹波国大芋荘】

現在の兵庫県篠山市福井の櫛石窓利昭二̀rl'を中心とする一帯である｡本来は櫛石窓神社の社領

と考えられ､荘域は土佐家領の中では最も広い｡大草社と呼ばれる櫛石窓神社は､延書式神明

帳に見える明神大社として古くから崇敬され､早くに社領が成立している｡下司職公文職を置

いて荘園同様に扱われ､荘城は単に大草社とのみ呼ばれる 7'｡本家は櫛石窓神社とされるが､

下司公文両職は､幕府より土佐家に対して交付されている｡下司職あるいは公文職は本来在地

の職であったが､この時代になるとその職に充てられた所領からの年貢が交付の対象となって

いた｡そのため､土佐家は代理を置いて現地の管理に当たらせることになり､実質的に土佐家

は領家の役割を果たした｡

延文5年 (1360)年 12月2日土佐行光から幕府に対し､久下帯刀丞 ･聖l庇律師の押妨が訴

えられ､幕府は土豪の中沢掃郡太夫 ･荻野六郎左衛門別.らに退けるよう命じた (表 1-1)｡この

とき聖暁は石蕗寺軍陣の功により大半荘が交付されたと主張している｡観 応 2年 (1351)の擾

乱において､敗走する足利尊氏の備えとして足利義詮が石.G寺に陣を布い ており､このときの

協力に対する交付であるという｡この訴訟において､大半荘は杜領のために翌晩という個人の

所領とすることは認めがたいから､論旨によりたびたび返付を求めている事実を述べている (衣

1-2)｡この論理からすれば､これを行光個人に交付することも困排となるはずだから､絵所預

である土佐行光に行われたと考えなければならない｡大半荘を絵所領と言うことがあるが､こ

れが単に事実として絵所預に対し交付されたということ以上に､強く職と結びつくものである

ことが､この文書の記述により確認できる｡行光の時代には公家の相伝私領は認められにくく､

建前としては恩領という認識であるから､土佐家の世代交代に際しては､その都度所領の安堵

を請う必要があった｡行光は絵所預を解かれた晩年､櫛石窓神を京都の自宅に勧請したことが

伝えられている仰｡
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表1 『土佐文書解説』荘園関係文書一覧

適蹄 年号 七引昏 日イTJ 蒐給人 受給人 種嬢 内容 収録頁

丹波司大草荘

1延文5年 1360 12月2口 紺川桁氏 中沢掃部太夫 帝王i: 1光の訴えにより､大半荘下司公文雌の久･翌晩による抑肋を伴_ll

二のことo 52貞治 2!LL三 1363 1月28日 (比利益詮花押) 仁木苑3Il- 御穀器 正平5咋石HJTlL寺合城の1)えた大半荘は社領のためを命じたので､翌晩とクし､大半荘下司公文職をソ綴により豊幌に与不都合があり返付＼下

らの押妨を停止行光に交付のことO 73明地3年 1392 1月某l≡1細川頼元 禁制 丹波守謹細川楓元､大半手

:I:境内での狼ij=t.:.を禁止するつ lO4茄吉3年 1443 6月9日畠山持lil 細川

勝元 施行状 下知状に従い大半荘を土佐光弘に交付のこと○ 125末吉3年 144,3 6月17

巨細川嫡元 内藤元貞 遵行状 施行状に従いノく筆耕を光弘に交付のこと. 136文安 2年 1445 8月4l;l布施貞北 .飯尾為秀 .称

封試;求 守護代 奉譜: 伊裁てit弊r勾宮の役夫工米は京清のため､丹波に呈促せぬことo 147文安5咋 14∠18 8ノ13日斎藤玄良 .飯

尾為秀.掛糾if;蘇 <j:譜代 奉書 伊賀てit,L外宮の役夫工米は京済のため､丹波にi;Y促せぬことo 158(文安
5/Lli) 14∠18 (8月 3日)禅はiJ常承 布施貞匙 卦状 伊勢外宮の役夫1米は京満のため､丹波にて催促せぬこと○

169文明元年 1469 11月28l｣細川)腰元 内藤元貞 施行状 御教譜:に従い絵所預となった光信に
大半:はを交付

のことO 20lO文明2年 1470 1月11円L人J膝元貞 産出式部丞 適行状 施イI/-状のとおり､土佐光L信

の代人である娃 21ll文明16年 1484 12月29日飯尾家非 物部榊六 (上原元秀) 奉苫 辛ブヌ

竺荘代官職は光信に返付のため､光信代x付のことo 2212文明16iL三 1∠184 12月30日 諏訪貞通 =l二位光

信 +ilJ､ 家北より北信徹交付の卦状がJzi=llき次第持参するD 23ユ3文Jy117年 148,5 2月1lR提元秀

波多野孫右術門尉 遵行状 奉省‥に従い､大半荘代官職を光信代に交付のことo 2414
文明17年 1485 閏3月lFl波多野柄秀 石原五郎右衛門 遵狩状 行状に従い､

大半,;1-'E7代官職を､光信代にき漉すことo 2515文明17咋 1485 4月4u諏訪貞逝 けjr-秀数 州一族 /一

一コ二一一 ､ry 26の訴えにより､,F-負,r私し逃lJXした名姓は逆位すること○背けば処分のこと〇16文明17年 1485

4月4Fl訊絹方貞通 清秀数 野 垣々一族 光仁 の訴えにより､年姓は述ti三すること を私し逃散した名チけば処分のことO 2617文明

17∠一三 ー485 4月4l=】諏訪貞道 清秀数 山内-一族 u 光信の訴えにより､年主百姓は還住すること を私し逃散した名L=けば処分のことO 2718文明17咋 1485 -1月4Ei諏訪

貞過 清秀数 中沢一族 光信の訴えにより､年もEl'掛ま遠位すること を私し逃散した名㌢けば処分のことo 2819文明17年 1485 4月28日大半名主El'ljil

三L=1-一 土佐光信 論文 が年貢161=EJを支蒜壬を条件に､以後咋ことを､名主百姓すo 前咋齢滞納分の公事を延滞をし 29∃ ノ lJ20文明17年 148

5 7月25日大半名主_百姓Ill 申1 守護倣不人のため光信は年式16石を支給し､以後名主百姓は年貢諸公訴を延消r7.をしないことを迎

B,I-をもって約すo 3121文｢州17年 1485 7月25円大半名主百姓中 御本所人々 申状 qJJ:誰使不人のため光信CL､以後名主百姓は!,F頁ないことを迎岩をもってま咋買16石を支給冒謂

公三好を延滞をし約す○ 3222文亀元!Lli 1501 9月2日放尾約房 松附肺寛 松LH長秀 摂沖元親 守譜代 御即位段銭は京清のため､丹波にて催促せぬことo

4823永jI】て3年 1506 8月6日飯尾秀北 当所名主沙汰人 奉壬i= 大半;fi;代官俄を支配させがあり碓免

したが梢阿7}',Iたので､これを退け､光 ていた宮林に不法J三とjllA-課して抑徹し信に触知のことo 492∠1永正3年 1506 10月2

8日柄lijEltj 二ヒ任光 信 瑞阿弥がなお大半JIi;代官職を語り訴訟となるも､光信の勝訴により元通り年譜不入地として知行のことo 5025永正4年 1507 4月12Elfi!f.貞帽 名主百姓

奉ai= 光信知行の通達により､字I主百姓は光信に年苗を納付のこと○ 5126永正5-午 1508 9月3口什蘇キ伊長 上位光信 (//ゝLi羽llJEl 後榊原天皇輪旨O大半;rf下司公文俄の妨害を退け光信に



29大永7咋 1527 9JJ 23uPu:J似 当所名主沙汰人 各.l!: 大')'1兆九戊知1JJ-分について訴訟のため差し押さえている○咋pfiJ諸公■Jiは上仕に納付のこ

と 6830乍祉2年 1529 )0)J文一こl-J目刺秀次 ｣二休光戊 ,言l'Ji文 人草北上に肘分一一をことoi.本所'/>代官耽､今咋以後3年fH=土山ナ､代T,,~il圭介として咋rii公::jl以下Ji'.免除として､これまでどおり進約の:i‡納すれば{

=iLF..げとなることO 7031天文∠川三 1535 8JlllH柿松 元辿雌秀 土イ!.i北伐 *-,l!= 披多少J'.の人-'J'ilH;i

ll将iを退け､光肘 こtiL:堵のことo 7432天文4勺:, 1535 8)jHH布施元松ml/.S 銘木新放縦肘 *lli; 波多野こと○lの人1'=:.,;

H;押領をiuけ､光戊に安堵のI!一.J1-.に光枝に交付のこと○ 7333天文4咋 1535 8))IIIl布施元栓糊盛 披多野イ削iH二 Jtgl!!二
大.代(i.I_:を允戊に安坊するので､ifi急に光茂所収を,jlき渡すこと○ 753⊥l天文5年 1536 10)110rl飯Jも為消'-

卜佐光茂 Ji責.fF 人草北を尤戊に交付するのでr.'l,J追いなく知行のこと 76摂津岡中村35Lm牡元年- 1390 5112Ⅰ｢l糊波並将 岩‖川軌 元 Jt★1l

r 1'豊L'.5北条ĴJlfJ村の光T.i甘iについて押軌を(.;T,止させ光TL:ヘ安堵のこと○ 9丹波司=.ケ北北36永';i:1川.A- 1｣39 lOj

J25一一公文人法師 別当法統 F文 二ケ北..Tli;よ[)七位広糊に1T.斤JtIの給付を命ずo 10近江r311ii光PJ-跡37滋祉
3咋 1459 日)j9rljJi利益政 御教1リ=止汗いLr川に交 臓､'J-:I/上北坊跡を料所として l二位広のことO(717両イ脂考) 35

38長l;I:元咋 lll87 9)JlGu 放校 ･i二日 玩秀 L佐広周 4川: 守諺のて､羊毛 誹をjii

け､克光坊跡を御料所とし(広川)に交日.のこと 3439延敏:3年 lJ91 8)J22LJ飯Jもi飯TiJ∫ 七

位光イこす 布 .tF lif光坊跡を光ィ.iにrA--坊のこと 3710延徳3年 1-191 9JL3n蝕飯 7ノ∫ 安.mJ-I.莱

席.lT= 定光坊跡を九ィ,;.-の代人:二交付のこと8 38ll延Jdi.3年 1191 llJ13R安Ji;,.-元家 安藤鯵判!う't 胞子i状 車ttに交
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文書の記録に見る限り大半荘の知行は

行光にはじまり､他家の知行期間をはさ

んで､光弘､光信､光茂と続くが､年を

経るに従いその支配にはI剛W=.が増してい

った｡まず大きな影響を与えたと思われ

るのは､15世紀後半に起きた応仁文明

の乱である｡丹波国は乱の当事者である

細川京兆家が守護職に就いており､その

渦中に置かれていた｡幕府の権力の脆弱

化は当然のように､同国内の荘園の在り

方に影響した｡大草荘内の国人である大

芋氏の台頭もこのころから顕著になって

いる 仰 ｡

文明 17年 (1485)光信の時代には､

ヾヽ

図 土佐家所領関連地

名主百姓が逃散し年貢を未進した際に､幕府の力により周辺の土豪に命じて百姓を還任させる

事件があった (表 1-15-21)｡これは名主百姓側の年貢闘争だが､結果として光信は前年の

年貢滞納分を免除し､以後も守護健を不人とするために16石を毎年支出することを約束する

こととなった…)0

守護勢力の押妨や､土豪を利用した在地名主の年貢闘争はその後も活発になったことが推測

され､領家として土佐家は苦しい経営を強いられることになる｡そして上原元秀が守護代に就

く15世紀末になると､丹波匡卜一校の事態を招いて､さらに知行支配の環境は不安定さを増し

ていった｡

永正3年 (1506)には光信に代わって現地を管理させていた宮林が､瑞阿弥と共謀して代官

職を押領したため､改めて光信に代官職を安堵する事件があった (表 1-23･24)｡この事件で

は光信の領知の正当性が認められながら､またも現地の名主百姓の不払いが続くなど (表 1-

25)､実効支配を失うことになる｡困った光信は朝廷にも働きかけ､光信領知の正当性を認め

る論旨 (表 1-26)を受けるなど領地安堵の運動をせざるを得なかった｡

大永5年と伝えられる光信の死 (】1'に前後して､光茂への所領安堵が行われたと考えられるが､

この時期は押領も激しく､明確な文書は遺されていない｡大永 3年=(1523)には瑞阿弥と宮林

による押領の収拾を図るため､大草荘を土佐家から幕府の管理下に改めて荒木大蔵大夫に預け

ることになった (表 1-28)｡武力を持たない絵所の土佐家では収拾がつかない状況となったた

め､一旦幕府の管理下で処理することになったのである｡こうして､土佐家は一時的に大芋荘

の支配を失うことになるが (表 1-29)､ようやく享禄2年 (1529)に､波多野氏の家臣井関秀

次が土佐光茂に対し3年の代官請をしていることから (表 1-30)､こjt以前に光茂の知行が回

復していることが確認できる｡

しかしそれもつかの間､天文4年 (1535)にも土豪波多野秀忠の押領を訴えることになるo

このとき知行の安堵を受けているが (表 1-31-34)､その後の支配については不明である｡
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以後大半荘に関わる文書は遺されておらず､光元への安堵は確認されない｡度重なる安堵状の

発行は､常態化する押妨の中で所領の回復そのものが困難になっていく状況を教えてくれる｡

光茂の時代､しばしば押領の対象となった大草荘は経済的価値を大きく失い､宮中絵所領家を

象徴する意味のみが遺された状態のまま､領知は形骸化していったことが推測される｡

【摂津国中村】

現在の大阪府池田市､豊中市､箕面市にまたがる地域に位置した豊島北条にあった｡中村の

場所は確定できないが､水無瀬御影堂領であったと考えられる 1̀2-.明徳元年 (1390)に土佐行

光の子である光重が幕府にこの所領の土豪による押領を訴えているので (表 1-35)､これ以前

に光重に交付されていたものである｡

絵所預であった行光の子光重が絵所預を務めたと考える根拠とされるのがこの所領の存在で

ある｡しかし､この知行が行光から譲られたものか不明であり､絵所領として交付された根拠

もないため､光重の絵所領就任を直接示唆する記録はない｡ただ､光重は父同様越前守に任じ

られているので何らかの職にあったことは推測できる｡この時光重が交付された ｢半分｣とい

う所領が地頭職であったかは不明である｡その後もこの所領に関わる記録はなく､後継者への

安堵が行われた形跡もないため､理由は不明だが､早くに失われたと考えるほかない｡

【丹波国三ケ北荘】

現在の兵庫県丹波篠山市寺内付近とされる｡大元神社の氏子集落を中心とする地域と考えら

れており､12世紀に京都に法金剛院が開かれた際､同院に寄進された荘園のひとつである｡そ

のため､法金剛院領として本家職は代々皇室に伝えられ､法金剛院の本山である仁和寺が領家

となり管理したLH-｡文書には､永享 11年 (1439)土佐広周への500疋の給付を命じたものが

遣る (表 1-36)｡この給付が実態をなしたか､また継続性があるものかは不明だが､吉田友之

はこれを同年に制作した後′ト松院七回忌本尊の制作に関連すると見ている…｡光周の死後光信

へ給付された記録は遺されておらず､土佐広周による特定の絵事御用に対するl即事給付と見る

のが適切であろう｡土佐広周が幕府のみならず宮廷絵所の一員としても活動していたことをう

かがわせる｡

【近江国定光坊跡】

現在の滋賀県栗東市上低山下戸山付近｡定光坊は近江金勝寺の塔頭の一つと思われ､中世に

全勝寺とともに衰退したと考えられる｡《大芋荘年貢米注進状等≫から､定光坊跡は近江国砥

山荘に隣接あるいは包摂されていたと思われ､幕府領になっていたと考えられるが､場所は特

定できない｡砥山荘は近江に多い山門領の一つであり､鳥羽上皇の中宮美福門院がEl吉社に新

塔を建立した際仏灯供料所として寄進された記録がある(1-,1｡

長禄3年 (1459)に足利義政から幕府絵所の料所として土佐広周に交付された (表 1-37)0

その後守護の介入があったらしいが､長享元年 (1487)にこれを排除したうえで､再び幕府よ

り安堵された (表1-38)｡これは､同年足利義尚が南近江守護六角高楠の征伐に出征した鈎の
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陣を受けての沙汰と考えられる｡応仁の乱後の混乱の中で走光坊跡が守護六角高順によって押

領されていたことを示すものである｡延徳3年 (1491)には広周の死去を受けて､光信に安堵

された (表 1-39-42)｡このとき所領を争う走光という者があったが証拠を示さないので､

光信への安堵が定まったという (表 1-43･44)｡以後この所領に関する記録は遺されていない｡

《大芋荘年貢米注進状等≫には､寛正3年 (1462)の走光坊跡の年貢の記録が残され､総石

高 10石5斗2升との記録から､走光坊跡の規模を知ることができる｡記録には欠失が多 く､

これが得分のすべてであるか明確にLがたい｡幕府絵所の所領として交付されたと見られるた

め､宮廷絵所光信に土佐家の所領が集中したことになる｡

【丹波国国分寺荘】

現在の京都府亀岡市の国分寺周辺と考えられる｡荘域は明確ではないが､現在の亀岡市千歳

町国分 (旧国分村)に重なるものと推測されており､さほどの広さはない｡本来は丹波国分寺

の寺領であった可能性があるが､それを確認する資料はない｡鎌倉時代には山門領であったと

考えられている ()6'｡ 暦応 2年 (1339)7月6日に足利直義が仏師法印院吉に等持院本尊造立科

所として交付 している｡前任者は塩屋兵衛といった｡これがこの荘園の早い記録 (】7)である｡

次いで明徳4年 (1393)6月29Elに足利義満が等持寺大仏師院聾にこの地頭職を安堵している｡

14世紀では主に院派仏師の所領となっていたことがわかる｡その後経緯が不明になるが､応仁

2年 (1468)3月29日に土佐広周が足利尊氏から地頭職を返付されているので (表 1-45)､

それ以前に土佐広周に交付されたこととその押領の存在がわかる｡広周の時代に地頭職は陣夫

以下諸公事が免除されている (表 1-46)0

先の大芋荘の例と同じく国分寺荘も世代交代すれば安堵を受ける必要があり､延徳4年(1492)

光信に地頭職が交付されたことが通達されている (表 1-48･49)｡ところが､文亀3年 (1503)

に代官の泉原三郎五郎の押領を受け､光信が訴えたところ (表 1-51)､なかなか解決しないう

ちに､永正6年 (1509)仏師院勝が地頭職の知行を主張するに至る｡ついに10月5日幕府の

裁定により､仏師院勝と土佐光信の間で地頭職は申分されることになった (表1-54)｡この時

代になると所領の二重交付などは決して珍しくなく､幕府の権威の失墜につながっていた｡過

去の文書に遡れば仕方のない処置だが､この時代の所領交付の侶順性の低さを物語る｡

その上､大芋荘の項に述べたとおり､丹波地方では15世紀の後半になると荘園の支配その

ものが困難さを増 した｡永正8年 (1511)には仁木太郎によって押領され (表 1-56･57)､

その後も名主百姓に年貢を光信に納めることを通達するのをみれば (表 1-58)､幕府の裁定に

も関わらず押領は継続していたものと思われる｡その後しばらく文書を欠き､ようやく天文 11

午 (1542)地頭職が光茂に安堵されていることを通達する文書 (表 1-59)が見られるが､知

行が無事回復したかどうかは不明である｡

国分寺荘の場合は､広周､光信､光茂と継承されたことが碓認できるが､光信の時代に地頭

職が申分された後も､年貢の未納がくりかえされたらしく､ついに光信は､地頭職を月扇の料

所にしようとした (表 1-55)｡これは､管理負担の軽減と､確実な収入を考えたものであろう｡

荘域を考えると当初の地頭職の得分そのものが多くを期待できないものであったと思われる
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が､地頭職半分となりさらにその価値が減衰したのであろう｡それほど光信の時代に国分寺荘

の意義は失われていたと考えなければならない｡

やがて光茂は子の光元の夢想を契機として､この国分寺地頭職を京都愛宕神社に寄進しよう

とする (表 1-60･61)｡寄進にあたっては権利の証文を添えているが､その大半はそのまま土

佐家に伝えられている｡土佐家が地頭職を寄進する手続きや､寄進の成立については不明であ

る｡匡卜分寺荘内には､元愛宕神社とされる愛宕神社があるため､京都の愛宕判例二とは元来深い

つながりがある｡土佐文書では､寄進に信仰上の契機をうかがわせているが､土佐家側に所領

の安定を期待した可能性もある｡

【紀伊匡レト倉荘 ･近江国明願田 ･山城国淀､水谷､金光寺】

延徳2年 (1490)以前に土佐光信に譲渡された所領 (表 1-62)｡譲渡物件の中に粟田口の屋

敷跡が含まゴ1ているため､木村徳衛は絵師である粟田口家からの譲与の可能性を指摘している

が､粟田口家の末南は16世紀にも京都で活動しており 】̀A)､不明な点が残る｡紀伊囲小倉荘は

現在の和歌山県和歌山市小倉周辺にあった吉野金峰山領である 仙 )｡小倉荘では地頭職半分が交

付されているので､早くに中介されていた｡延徳2年 (1490)には押領された光信領の交付を

促す奉書 (表 1-63･64)があるので領知の事実は確認できるが､その後の展開は記録がない｡

近江国明願EEIは現在の滋賀県大津市松本付近にあったと考えられるo明願田については､年紀

不詳ながら座主某-の月扇の催促をする書状 (表 1-65)があるので､月扇のための料所であ

ったかもしれない｡この書状には過去数年分の滞納の記述があるので､譲渡の事実は確認でき

る｡山城国にあった淀及び水谷については場所を特定することができない｡金光寺とあるのは

当時金光寺領であった西岡赤目荘 (硯京都府向日市)をさすのかもしれない｡金光寺は七条堀

川にあった時宗本山である｡

いずれの知行もその後は記録がみえず､光茂への安堵を確認する資料もないところから､実

態がどのようなものであったかは不明である｡吉田友之はこの知行を光信による 《十王図》の

制作などに関わる後土御門天皇からの給与と考えている(20)｡これに従えば､宮廷絵所としての

制作にかかわる給与であった可能性はあるが､交付が地頭職半分であるため､何らかの経緯が

あって幕府側の判断が加わったと考えるべきである｡

【近江匡Ⅰ大典寺領】

明応元年 (1492)に幕府より土佐光信に預けられた料所 (表 1-66)｡場所は滋賀郡内に散在

していたとされるので､琵琶湖西南岸にあたる現在の滋賀県大津市域に散在したと考えられる
が特定できない｡大典寺については不明.15世紀後半に近衛政家 (1444-1505)の所領となっ

ていた現在の甲賀市信楽町小川にある大光寺が､当時大興寺と称したので､関わりがあるかも
しれない (2L)｡延徳3年 (1491)に光信は宗祇庵の人麿像を制作し､宗祇がそれを近衛政家に贈

っていること 2̀2)と結びつけるなら､これは近衛家に関わる所領からの給与であった可能性が

ある｡ただし､幕府から交付さゴ1た事実があるのみで､近衛家との関わりを示す記録はない｡

その後この領所の記録はなく､光茂への安堵を示す記録も遺されていないので､実態は不明で
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ある｡

【和泉国上神谷】

現在の大阪府堺市両区上神谷付近｡永禄 11年 (1568)10月28日に足利義昭から土佐光元

に交付される (表 1-67)｡足利幕府の将軍になった直後の義昭が織田信長を和泉守護に任じた

論功行賞の一部と考えられる 洲̀｡上神谷は 『和名抄』にも上神郷として見える古い国街領を継

承し､平安時代末期には荘園化したO領家は九条家である(21㌧

同領が光元に交付されたとき､上神谷は三好義継に占領されており､諸工作によりようやく

信長の打波状を得て､ようやく翌年の春頃から光元の支配となったようである (表 1-68-

72)｡しかしながら光元はこの年8月に死亡するため､ただちに年貢諸公事が差し押さえられ
てしまい (表 1-73)､光元が実際に知行した期間は4ケ月程度であった｡その後光茂より光元
の遺児への相続を信長に願い出るが､信長と三好義継の交渉がまとまらず､柴l王‖捗家にとりな

しを依頼している (表 1-74- 82)｡光茂は自らが勝家に訴えるほか､堺衆である今井宗久に

も働きかけて勝家に主張を伝えている｡この訴えがどのような結末となったか定かではないが､

所領安堵を確認できる記銘はない｡興味深いのは､光茂が今井宗久に対して送った書状 (表 1-

79)の内容で､事が首尾良く運んだ場合､宗久に上神谷の年貢より年 100石を譲ると書いてい

ることである｡土佐家の経営規模からすれば､仲介の礼としてあまりに大きく､状況を考えて

望み通りの相続とならない予感が光茂自身にあった可能性がある｡光茂の混乱ぶりともとれる

が､遺児らの後見を頼む意図があったかもしれない｡後述する山城匡∪二鳥羽からの絵所料が当

知行の代替となったのであろう｡

【山城国上鳥羽】

現在の京都府京都市両区上鳥羽付近｡地域としては山城国鳥羽上荘にあたると考えられる(扮｡

これは､特に知行をさすものではなく､同荘内から納められる年貢の中から絵所料として織田

信長から給付された (表 1-83･84)｡天正3年から10年まで､8年間で7石6斗の配当が確

認できる｡ただし最後の2年分は差し押さえられている｡給付の対象となった土佐宗忠につい

ては不明である｡木村徳衛が推測するとおり､光元の遺児の一人と考えるのが合矧 杓である｡

上神谷の相続が不首尾となった代わりに､遺児に給付されたと考えるのが妥当であろう｡従っ

て絵所と呼んではいるが､これは土佐家のことを指しているにすぎず､絵事御用を前提とする

料所とは考えにくい｡奉書の発給者桑原貞也の京都奉行在職期間からすると天正 10年 (1582)

の文書と考えられるが､この年 6月に信長が本能寺において落命しているため､去年と今年の

配当が差し押さえられたのであろう｡信長亡きあと絵所料の安堵は困難であったと思われる｡

3.≪大芋荘年貢米注進状》

京都市立芸術大学芸術資料館が所蔵する 《土佐派絵画資料》に含まれる 《大草荘年貢米注進

状等》は､土佐家の荘園管Ill!に関する記録を巻子に綴った資料で､すでに宮島新-により翻刻

されている{2(,'｡本来東京国立博物館の 《土佐文書≫と共に土佐家に伝えられていたと考えられ
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るが､近代に入り 《土佐文書》が土佐家から流出した際に家中に取 り残されたものである｡内

容は以下の7つの資料を継いで一巻に仕立てている｡

A 大芋荘年貢米事注進状等写 (土佐光信花押)

B 大草荘年貢講取状 (土佐光茂宛) (大永5年/1525)

C 砥山荘走光坊跡年貢請取状 (寛正3年/1462)

D 質疑書付

E 隠畠注進状 (国分寺荘)

F 大草荘年貢米事注進状

G 大芋荘年貢米事注進状

(嘉苦3年/1443)

(応永 19年/1412)

概ね大草荘についての内容だが､定光坊跡､国分寺荘に関わる文書が含まれている｡大草荘

に関する文書では4件に年紀がある｡最も古いのが (G)の応永 19年のもので､土佐行光の時

代にあたる｡文書は全文が遺されている｡ついで(F)嘉吉3年のもので土佐光広の時代である｡

これもほぼ全文が遺されている｡そして最後が (B)の大永 5年のものでこれはちょうど光信

から光茂への移行期にあたる｡この文書は前半部分が欠失している｡ (A)は (G)の文書 ｢大

半社国街不輸名々年貢米事注進状｣の抄出から始まる文書の写しで､原型は6丁を綴じた冊子

の状態であったと考えらjtる｡内容は､大芋荘に関する文書のみで､応永期に在地の有力名主

であった高牛重高からの報告を抄出し､年貢のみならず諸公事の内容が記録されている｡末尾

に土佐光信の花押があり､光信が荘園管理の備忘のため古記録をとりまとめたもの思われる｡

土佐家の大芋荘知行の出発点が (G)の文書であることがわかる｡

(C)は走光坊跡に関わる文書である｡巻尾を欠くほか､残存部も上端を大きく欠失しており､

内容は不明な部分が多いが､年貢の石高は読み取ることができる｡《土佐文書》に見える定光

坊跡が砥山荘にあったことを示す文書である｡

(D)(E)はもともと張り付いていたらしく､両者に剥離の痕跡が残る｡裏打紙の端書から元

禄 12年 (1699)に修復されたことがわかるので､この文書は近世に発見されたと思われる｡

土佐光起の子光成によるものであろう｡(D)ち (E)も欠損部分が甚だしく､内容を明確に把

握し嫌いが､(D)は公事に関する問い合わせ､(E)は隠畠についての調査報告であり､墨書を

見る限り (D)と (E)に関連は兄いだしにくい｡張り付いて発見されたため､継いで裏打ちさ

れたと考えるほかない｡(E)には､国分寺をはじめとする多数の地名が見える｡土佐家の所領

で匡Ⅰ分寺の地名を含むのは国分寺荘のみであり､その他にもエシマリ (江島里)､河ら尻 (河

原尻)､はた (畑)､ツポイ (坪井)､すなこはら (砂河原)､蔵垣内など､現在も亀岡市の国分

寺周辺に残る地名が記されているため､丹波国分寺荘に関するものと考えられる｡文書は欠失

部分が多 く､不明な点が多いが､｢帳面｣と呼ばれる簿冊の隠畠の記載に対する回答を取 りま

とめたものと思われる｡現存部分が記録する範囲は､国分寺荘に隣接する出雲社 (27)の地名を

含んでいるが､該当する場所が不明の地名も多く､文書に見える ｢当知行｣をそのまま国分寺

荘と読み替えることができるのか不明である｡

土佐家の所領として最も重要だったのが､大芋荘であることは､これらの資料から容易に理

解される｡しかし､表2に示したとおり大芋荘からの年貢米は最も古い応永 19年を頂点とし
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表2 大芋社注進状等にみる年貢米等

内容 国街分 不輸分

′ト計応永19年 1412 莱 80.2.1.1.0 33.2.0.8.7 11
3.4.1.9.7社寺寄進分 4.7.2.0.0 0.6.7.0

.0 5.3.9.0.0豪富3年 1443 莱 47.5.7.2.0 35.

3.0.7.1 82.8.7.9.I莱 (一色阿分) 1

2.0.0.0.0 12.0.0.0.0社殿

修理分 1.1.1.7.2 1.1.1.7.2塞

1.6.4.9.0 1.7.0.1.0 3.3.5.0.0庭草御免 0.1.4.0ー0 0.3.7.0.0

0.5.1.0.0大永5年 1525 莱 46.6.6

.6.0上納 2

6.6.0.0.0春引替分

7.5.8.0.0利息 3.7.9.0.0

秋東進分

ll.8.3.9.0次年度立用分 1.6.9.0.0※ 単位は石

.斗.升 合.夕｡※ 網掛けは減算分て時代が下がるに従い低下している｡この時の大草荘

の田畑の総面横や総収穫量は不明であるo応永 19年の注進状では､国街への年貢分が80石2

斗 1升 1合 (うち4石 7斗 2升は社頭寄進分)､不輸分として33石2斗 8合 7夕 (うち6斗

7升は塔米寄進分)となっている｡土佐家の得分を明確にする

記録はないが､不輸田の存在や注進状の国街分に自名または下司分と注記さjtた名があるの

で､給凹によるものであったと考えられる｡したがって､不輸分の東進米32石あまりと､

国衝分における自名または下司分と注記された七名の合計47石あまりが土佐家の得分を量る基準と

考えるならば､ここから諸費用をさしひいたとしても､それなりの収入が確保されていたと見

てよい｡30年後の嘉吉3年においては､川成など土地の状態に起因する減免などにより､

国衛分が若干少なくなっているものの､不輸田は存続しており､全体として見れば､まだ収入

規模に大きな問題を抱えているとは思われない｡土佐家の所領に関わ

る問題は続く15世紀後半の広周､光信の時代に発生したことがうかがえる｡模式的に捉えるなら

応仁文明の乱以後の問題と考えてよい｡瑞阿弥ら守護勢力の介入に蚕食さゴ1た直後の大永5

年の注進状を見れば､年貢総高は46石 6斗6升6合に減少し､しかもそのうち26石6斗は

守護方に配分されて20石6升6合しか残らない有様である｡この時期になると､不輸田は解体

されており､土佐家に進上される年貢は激減している｡春に年貢の立て替えを受け､秋に精算

をしているが､実に得分の2要綱射こあたる3石7斗9升は利息に消え､さらに4石5斗 7升

5合は駄賃に消えて､結果として 1石 4斗4升9合の請取超過すなわち負債となるのである｡

こうした負債は前年にも発生しており､度重なる押妨を受ける大半荘において､もはや借り入

れなしに､経常が成り立たない状況となっていることがわかる｡この事例は押妨の整理過程である

ため特殊な事情はあるが､光茂はここから荘園経営を始めなければなら



明だが､その後在地の勢力による代官請を選択するところを見れば､土佐家にとって､荘園経

営は大きな負担となっていたと考えられる｡

このように大芋荘関係文書を見る限り､15世紀後半になると､土佐家所領の中核たる大草荘

においてすら､安定的経営を継続することが困難となっている｡宮中絵所であり､幕府絵所も

務めた土佐家の印象は､揺るぎない権威のように見られがちであるが､実態は経営基盤を急激

に弱体化させていることに注目すべきであろう｡15-16世紀の土佐家は､権威に見合うだけの

経済力を失い､家業を維持するための新たな経営戦略を兄いださざるを得ない状況にあったの

である｡

4.あわりに-土佐家所領の特徴

中世土佐家の所領を考えるとき､初期のあり方としては絵所という職に対して行われた恩領

と見て問題ない｡その交付には､寺社領もしくは寺社領由来の皇室領幕府領が充てられたと思

われる｡下司職公文職あるいは地頭職という明確な職や料所として交付を受けることが基本だ

が､交付の対象が定かでないものもある｡

所領の来歴や職の内容､継承の状況から考えて､宮廷絵所領と見られるものは大半荘のみで

あり､幕府からの絵所領とみてよいのは定光坊跡､国分寺荘であろう｡他は､宮廷絵所の制作

にかかる交付と考えられる三ケ北荘に見る一時的な給与のほか､小倉荘､大興寺領のような､

相伝の対象とならなかった領地の交付もある｡土佐家が宮廷絵所として行った特定の制作の報

償として所領の交付を得た例は確認できないため､小倉荘､大興寺領がそうした事例にあたる

のかは不明である｡この交付が宮廷､幕府何れの側の意思によるものか判断し難く､特殊な事

情を推測せざるをえない｡

土佐家は家業安定のため､宮廷絵所と幕府絵所を分担して従事したかのように考えらjtるこ

とがあるが 鮒̀､土佐家が絵所預を世襲しはじめる15世紀では皇室の持つ権限の多くは幕府に

よって掌握されていたため､土佐家への知行交付は幕府から行うことが通例となっている｡土

佐家側が両絵所領を区別することについて､明確な意図を読み取ることはできない｡家業拡大

に対応した分業という以外に意味があるとは考えにくい｡実益の有無に関わらず､大半荘は宮

廷絵所預家としての地位を象徴する所領となっていた｡宮廷絵所は歴史的存在として権威の象

徴と認識されていたと考えられるが､経済活動としての家業を考えた場合､知行交付を幕府か

ら受けざるを得ない以上､幕府との関係はきわめて重要であり､土佐家が権威と実益の均衡を

図るのは当然であった｡

他の土佐家領にしても､中世末期には所領としての意味を失っていた｡光茂の遺児の行く末

を託された土佐光吉には､これら所領に関わる文書も知行権の証として移譲されたが 2̀9-､実際

のところ､荘園が解体され政治経済が大きな変貌を遂げる中､この文書群に経営上の意味は失

われていた｡光害以後､遺された文番群は､歴史上存在した絵所預家を象徴する機能しか果た

さなくなっていたのである｡

諸文書の記録は､所領押妨や年貢末進が発生する現実を伝えて､絵師たる土佐家が翻弄され

る様子と､その所領が次第に解体してゆく過程を物語る｡光信､光茂が画業の一方で､家業維
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拝のため所領経営の大変な苦労を重ねたことが理解される｡

14世紀から16世紀に至る絵所預家の家業経営を見れば､古代から続いてきた官営工房の歴

史がこの時代に大 きく転換 していることがわかる｡画家達は､家職に奉 じるのみでは一家を経

営することができなくなり､技術を以て自立の道を選ばざる得なくなるのである｡

光元の出陣にしても､自立の道の選択肢のひとつと見れば理解 しやすい｡所領安堵の困難に

打開策が見えない中で､光元は絵師の技術ではなく､才能を評価された軍功に家運を託そうと

したのである｡ともすれば､光茂の後継者たるべ き嫡男が､軍功に立身を望む姿は軽率な愚行

のように見 られがちであるが､光元はすでに家業の切迫 した危機を射 畔していたと考えるべ き

だろう｡光元が得た和泉国上神谷は､公家領が充てられ､それまでの土佐家領 と異質である｡

絵所領 というより信長の家臣たる光元への給与地 としての性格を見なければならない｡光茂が

光元戦死の後､所領を遺児へ相続 させるべ く奔走するのは､従来の絵所領 とは異なる所領への

考え方が生まれていることを示 している.加えて上鳥羽からの給与が足利氏ではなく織田信長

より交付 されていることは大きな変化である｡明らかに絵所の制度が解体 していることがうか

がえる｡

15世紀は幕府の御用絵師が生まれる時代であ り､その代表格が狩野正信にはじまる狩野家で

ある｡狩野家が時代の変化にうまく対応 して勢力を拡大 していったことは､ここに説明するま

でもない｡この時代になると､土地を介在させる俸禄により組織の一部 として家業に従事する

という絵所の在 り方が成立 しなくなり､絵画制作が介在する注文者 と制作者の結びつ きが､擬

似的な主従関係を作 り出すような､新たな絵師の在 り方へ と変容する梯子をうかがわせている｡

土佐家は大半荘に象徴 される宮廷絵所に執着するあまり業態の変化に遅れをとり､中世の終蔦

とともに逼塞を余儀なくされるのである｡
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